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佐賀県産特産物からの新規機能性素材の開発を目的として、大豆タンパク質と植物ポリ

フェノール類の複合体の調製をおこなった。植物ポリフェノール素材としては、茶葉（カ

テキン類）とナンキンハゼ葉（タンニン類およびアントシアニン類）を用いた。 

大豆タンパク質―茶カテキン複合体、および大豆タンパク質―ナンキンハゼタンニン複

合体の調製は、既報１）および公開特許２）の手法に従い調製した。調製した複合体を、医学

部での活性試験のための材料として提供した。 

また、比較試験用素材として、各種植物由来ポリフェノール素材（７種）および魚由来

タンパク質素材（３種）を入手し、活性試験材料として提供した。 

 今回調製した大豆タンパク質―茶カテキン複合体および大豆タンパク質―ナンキンハゼ

タンニン複合体については、高速液体クロマトグラフィーにより、それぞれ茶カテキン類

（ＥＧＣＧ、ＥＣＧなど）とナンキンハゼタンニン類（ゲラニインなど）などのポリフェ

ノール類が大豆タンパク質に結合していることを確認した。 
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